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石畳や道沿いの石垣 岩や木に宿った苔 ま 水を含むと

さらに揮く 雨上がりの森が気持ちし`い !

海

の
熊

野
に
出
会
え
る
伊
勢

路

山
に
行

っ
て
ま
す
か
？

海
に
行

っ
て
ま
す
か
？

最
近
行

っ
て
な
い
な
ぁ

・
・
・
と
い

う
人
も
　
毎
週
行

っ
て
る
！
と
い
う

人
も
、
み
―
ん
な
ウ

ェ
ル
カ
ム
ー
な

熊
野
よ
り
、
季
刊
で
ロ
ー
カ
ル
ネ
タ

を
お
届
け
し
ま
す
。

山
の
清
涼
で
湿
っ
た
空
気
で
師
の

中
を

一
掃
し
て
、
海
の
遠
い
地
平
線

に
日
の
焦
点
を
合
わ
せ
て
頭
を
休
め

た
ら

・
・
・
気
持
ち
い
い
で
す
よ
―

「奥
熊
野
」
な
ら
両
方
で
き
ま
す
。

「奥
熊
野
」
と
は
、
現
在
の
二
重
県

熊
野
市
周
辺
の
エ
リ
ア
．
都
の
人
が

紀
伊
路
で
目
指
し
た
熊
野
●
山
の
奥

に
広
が
る
自
然
豊
か
な
土
地
で
す
。

江
戸
期
に
入
る
と
、
お
伊
勢
参
り
の

あ
と
に
熊
野
詣
を
す
る
人
が
増
え
、

伊
勢
神
官
と
熊
野
二
山
を
結
ぶ
熊
野

占
道
伊
勢
路
が

「
蟻
の
熊
野
請
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

伊
勢
路
は
、
屋
久
島
に
次
ぐ
降
雨

量
を
誇
る
尾
鷲
を
経
て
海
沿
い
の
山

道
を
南
下
す
る
道
。
そ
の
魅
力
は
な

ん
と
い
っ
て
も
時
お
り
望
む
広
人
な

海
と
、
雨
か
ら
道
を
す
る
た
め
に
築

か
れ
た
石
畳
で
す
―

山
の
緑
は
心
を
落
ち
着
か
せ
、
海

の
肯
は
心
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
。

熊
野
占
道
を
歩
い
て
、
山
と
海
に
逢

い
に
き
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
Ｌ
の
人

と
暮
ら
し
に
も
出
逢

っ
て
も
ら
い
た

く
て
、
熊
野
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
紹
介
し
ま
す
。

(本州最南燿)
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今l・1 夏の雨上がりに ‐緒

に歩く 「熊野でがんばる人」

|ま憔 野r樋 語り部友の会"

と “くまの体験企画"で 熊野

ri道ガイドとして活躍してい

る植野めぐみさん。どんなに

歩いても息を切らさず楽しい

話題とケアをしてくれる、lll

もしい岩手ガイドさんです。

熊野でがんばる人 と

歩 く、デイ トリップ

VOL l

熊野古道伊勢176

JR新 鹿駅のカラー は

;:ζ:]lir':,・....

新産の集落●r急な小道を降りると 日の前に

白いた水浴場の砂浜が 1綺麗な遠浅の入江

海沿いにたたずむ徳司神社に

お参りしていこう 神殿の横

にそびえる大きなクスノキと

ネ申社の森のおかけで涼しぃ !

海の丸石が積み重なった石垣

など見応え十分  「よい 1曰

になりますように♪J

少し山道を歩くと素朴な

庚申様のT●が ,か なけ

れば山会えないものの 1

つ す ぐ上の国道311号

線をし|まらく歩く

伊勢路で一番古いと

いわれる鎌倉時代の

石日を歩いてしばら

く進むと 一気に視

界が開けて気分◎ !

秦の始旱市の●●で

不老不死の薬を求め

て船出した徐福が上

畦したと伝わる波田

須にコ着 こんもり

したところが 1徐福

の官J 秦時代の半

両性が出土したとこ

ろで 今も甲の人に

1徐福さんJと 親じ

まれています

奇り道してみて |

ところどころにあ

古道Jの 道標を見

ら静かな集落のを

ると き道沿いに

ぐるまが♪

レ
る 1熊野

つけなが

歩く す

可愛い風

峠
を
越
え
て
、
浦

里
か
ら
浦

里
ヘ

こ
の
あ
た
り
は
、
当
時
の
巡
礼
者

に
と

っ
て
は
　
伊
勢
神
宮
か
ら
約
６

日
歩
い
て
き
て
熊
野
三
山
ま
で
も
う

意
と
い
っ
た
と
こ
ろ
…
。
巡
礼
の

道
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
鷹

・
波
田

須

。
人
泊
の
浦
里
を
つ
な
ぐ
生
活
の

道
だ
か
ら
　
魚
を
売
る
人
　
炭
を
焼

く
人
、
降
里
に
逢
い
た
い
人
が
い
た

り
と
、
往
来
が
に
ぎ
や
か
だ

っ
た
ろ

う
な
ぁ
と
ち
ょ
っ
と
想
像
し
て
歩
く

と
、
　

味
違

っ
た
山
歩
き
に
―
こ
れ

が
熊
野
占
適
の
醍
醐
味
で
す
♪

波
日
須
ト
ン
ネ
ル
の
上
の
山
道
に
入
る

と
　
何
層
に
も
重
ね
ら
れ
た
強
曰
な
石

畳
道
　
音
の
人
の
技
術
に
感
動
．

波田須湾を一望する天女座

カフエで一体み♪

新鹿から大泊
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